
印刷カード通信

編集・発行国立国会図書館

i広； 1 0 1971. 1.25 

よタよさ改善のために

；百井 悌

正日制カードの作成と領布は，国立国会図書館．治議リ設当初からもっている大き左課題の一

つでるる。当時図書館の技術上の顧問であったダウンズ氏も，当館が真の匡泣図書館とし

ての地歩を極めるためにその速かな実施を勧告してなD，一方また図事館界全体の要望と

して，日本図書館協会も，もし当館が予算その他の理由で徒にその実施を遼巡する走らはや

協会自身の事業として断行するとのF]J入れがあっプ亡。こうした総；えを絞て和書の印刷カー

ドの作成が始ったのは館発足後満－－1年後の昭和24年7月であb，三五25年3月までvu
万3千タイトノレ 84万枚が作成されとれを民i覧mと事務用に充てる一方，支部図書結のう
ちの希望館iても領布を行左い？さらにとの経肢をもととして一般領布までに露fみ切ったの

は25年 12月からでるった。現在印刷カードは年限約25 0万枚が作成され，そのうち

約18 0万枚が一般領布と左 b，ねj討館も 20 0館；モ速し，：；寺：〈と＼i可三年来は作：成枚数

領布数芳lj用館数いづれも激治の勢、陀ある。とはいうものの，印刷カードの本質からみて，

また20年の年月からみて，もっともっと普及して然るべきだと思うが必ずしも当初予想

した通Dの成呆をあげていない。そり背二景Kは現在の印刷カードのもつ種々の問題点が極

めて複雑であD，利用館全部を満足させるも0:.1と在っていないところに一つの原因がある。

我々は絶えず根気よくその改善に取組んでゆくことは勿論であるが，イ可Kもまして必要

左むは作成偵！と利用側との十分在意志の疎通でありこれがあってとそ，はじめて問題点の

挟摘と改善が可能となるO tt印刷カード通信刀はとの意味からして大きな役割を果すであ

ろうし，ひいてはそれが印刷カードの輝しい発展を約束するものと信ずるものであるo
（連絡部長）
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『日本目録規則 19 6 5年版』の適用にフいて

注）
先き (rC.:t.；•知らせしましたとな kJ .，当館では昭和 46年.1月1日（納本週報昭和 46年

銘1号摂設分）よ iJ, 『日本目録規則 19 6 5年版 J.1（以下， Nc Rと略す〉を適用いた
しさした。適用の万法は，当館の 20有余年Kわたる蓄積を考慮し，印刷カード別用館の

多様左投：：￥lYC答えて，Nc Rを必要K応じて補正して使用します。

注：昭和4・5年 11月19日， i当図整第28号「日本目録競員IJ1 9 6 5年版の適用陀

ヲいての実施－関向参院

適用時代おaけるかもな補正事項，なよび突施にともなう措置は，つぎのとがDですO

I.補正 事 項

1. NC Rの1部を修正して適用するもの

a.恭本記入の漂白は，本来，か左または、漢字の上部K，カナまたはローマ字で読み

の形を表記したものを指していますが，印刷カード利用館の便宜的のためK，標自

の説みの形を示すローマ字表記の位置を，現行ど為、D印刷カードの下部とします。

(NCR: 5「様自のio'.'.ie.みの形」）

注：当館では排列文等：として Iコーマ字（言H令式〉を使用しているが，印刷カード

3利用飴の中氏はカブーを使用しているところもあるので，読みの形の部分は空樹

氏しでなく ~Fjが便利である。

l入団体者者名の形式のうち，副襟自のある団体著者名陀ついては，現行どがD主採

自のあとにピリ ;iJ-ドを用います。なむ，読みの形の主擦自のあとにもピリオドを用

いますO (NC R：第5章「団体著者名の形式」

19U : Mon bu s yo . i yo s a k y o k u 

文部省 ． 調査局
Kyoto daigaku. bungakubn 

京都大学． 文学部

c. 図体著名者の形式のうち，国名の副捺日としての「憲法J 「法令J 「条約」走ら

びK地方公共団体の副標目と しての「例規Jについては，角J舌弧に入れ左いで，現

行どなb主様自のるとにピリオドを用います。（ NCR:35「憲法」 ; 3 6「法

律J) 

ザリ ：Nihon. kenpo 
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Al~ i taken. re i ki 

秋田県． 例規

ct. 哉書：注記に団体名が含まれているとき，出版者名がその団体名と向ーであっても．

現行どがD出版事項K出j医者名を記載します。（ NCR:115「出版者の省略J

の第2項）

例：岩波書店 （岩波文庫〉

紀伊国屋苦：j苫 （紀伊国屋新書 〉

2, NC Rの「注」左どKよって適用するもの

a. 団体若者名の形式のうち，外国の団体名は，当館が和漢書だけの目録を編成して

む iJI しかも 20 有余年の蓄積を持っているため，現行ど~－－D，原則として日本語

形を採用します。ただし，日本語形の定まっていないものは原語形を採用しますO

(NCR:23「団体若者名の形式の通則」の第3項のただし書きかよび「注」 ） 

f71j : Arner i ka t osyokan kyoka i 

アメリカ図書館協会

（原語形： Arneri tan Li hr a r y Assoc i at i on ) 

Phys i ca I Science Study Cammi t tee. 

〈定まった日ヰ：語形が左いので，原語形を保用〉

b, 注釈舎は，注釈者の著者性を重んじて，現行どなり，原則として注釈者を標目と

します。 (NCR:51「注釈さ；：」の注の月lj法〉

イ列 : Omo da ka , Hi s a t aka 

沢潟久考（ 1 8 9 0一〉

万葉集注釈 （原著の標目：万葉集は副出）

Tarnagam i, Takuya 

玉上琢弥（ 1 9 1 5ー〉

源氏物語評釈 （原著の標目：紫式部は割出〉

c. 全集，講座をどのような1苦l!2 -mt tltの図書は，印刷カード利用館からの要望も

ありましたので p 現行どなb，原則として分割記入（個別j記入〉を行ないますO （ 

(NCR'.83「記載の対象と典拠」の注）

II. 笑施Kとも？をう措置

1，既設の桜目の形式が現行の形式と長在るものKついては，原則として， NCRI965

0：：版Kよる形式K変更しますが，物故者については，現行の形式を継続します。

例：適用時K沿いて形式の変更を予定しているもの

a. 個人若者名

日oriuti, Sigeru Nada, Inada 

堀内 秀 →左だい左だ
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Koga, Hiclemasa Nanzyo, Norio 

古賀英正→南条範夫

Nagakosi 1 Sigeo Yasukawa, Sigeo 

長越茂雄→安川茂雄

S u g i u r a , E i i t i S i ro ya ma , Sa bu r o 
杉浦英一→城山三郎

左沿， Iwata, Toyoo Sis i. Bunroku は，

岩田：去を雄 ←獅子文六

牧j故者ですから現行の形式を計封去しますO

b. 団体著者名（読みの形は省略）

ベトナム（ 1 9 4 6一 民主共和国〉 →ベトナム民主共和国

ベトナム（ 1 9 5 5ー 共和国〉 →ベトナム共和国

ドイツ（ 1 9 4 9ー ドイツ民主主義共和国） → ドイツ民主主義共和国

ドイツ（ 1 9 4 9ー ドイツ連邦共和国） → ドイツ連邦共和国

ロシア（ 1 9 2 3ー ソグイエト連邦〉 → ソビエト連邦

ロシア（ 1 9 1 7ー ロシア共和国） → ロシア共和国

朝鮮（ 19 4 8-

朝鮮（ 1948-

中国（ 1 9 1 2ー

中国（ 19 4 9-

大韓民国） →大韓民国

朝鮮民主主義人民共和国）→朝鮮民主主義人民共和国

中華民国） →中華民国

中華人民共和国〉→中華人民共和国

国際連合教育化学文化機関→ ユネスコ

2. 継続もののうち，様自の選び方または形式の相違などによって記入が異左るものにつ

いては，

a. 終期のあるものは，原則として現行の記入を継続する。ただし，内容純白の記載位

置，なよび冨IJ出記入のトレーシングの形式は， NCR1965年版の形式忙したがいますO

b，終期の左いものは，原則としてNCRI965年版による記入形式に変更します。

例：適用時Uてがいて擦自の選び方の変更を予定しているもの（様自の読みの形は省．

略〉

東京大学．史料編纂所

大日本近世史料

→大日本近世史料 東京大学史料編纂所編

東京大学．史料編纂所

大日本古文書

→大日本古文書東京大学史料編纂所編

東京大学．史料紙袋所

大日本史料
-4一



→大日本史料東京大学史料編纂所総

外務省

日本外交文書

→ 日本外交文書外務省編

3. NCR 1 9 6 5年版の適用と向時K，実施を予定している事項

a. 従来よDオーブンエントリー（未完記入〉のカードを作成していました年鐙・年報

類については，印刷カード利用館からの妥望もあDましたので，今後は，分割記入

（個別記入〉のカードを作成しますO

b. 1部の図書Kついて，分出記入のトレーシングを行左いますO （別掲参照、）

介出記入のトレーシング記載の一部英施について

整理部では，このたび「日本目録規則19 6 5二湖町の適用と同時比，前々から要望されて

いる和書の分出記入C作成を実施することにいたしました。た Yし当分の間は現在の人員を

もって作業の可能左範囲内Lてと工め，またその作成をユニット・カードを用いて行左うとと

Kいえしましたので，印刷カード面K，新たに分出記入のトレーシングが加わDますから，

ど了承ください。

1. 分出記入の作成範囲

多巻ものの合集や詩i~ もののうち，下記民主主げるものは，必要K応じて著者名， 書名，

件名及び分類の分出を行左う0 iとYし一括記入する場合並びK印刷カードが2枚与UニK

わたるものの「つづきカード」からの分出は行左わまい。在な件名：介出を行左う場合は，

原員IJとして全体としての件名は付与し在い。

(1) 1個人の著作の合集（全集，若作集，選集等〉のうち，各巻民主主自の書名をもつも〆

のO f-c.三し文学作品を除く。

(2) 2人jえ上の著者の著作または諸種の資料を集めた合祭主：びK内容が体系的で多数の

著者が各部編を分担執筆した講座もの（合作書 ）のうち，各巻に独自の書名をもつも

<D。

2. 分出記入のト νーシングの記載Kついて

分出記入のトレーシングは，副出記入のトレーシング陀つづけて著者名，及び書名の

分出は丸でかこんだローマ数字によ D一連番号を与え，件名分出はアラビア数字によ b

一連番号を与えるが丸でーかこま左い。また分類処分出lri分類重出と同じに扱い，丸でかと

んだアラビア数字陀よ D一連番号を与える。 L記載の順序については， )jlj掲「著者基本

記入の椋目または書名基本記入の書名の読みのローマ字表記並びに補助記入のトレーシ

ングの記載位置及びJik~序KついてJ 参照〉
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著者基本記入の標目または議名基本記入の書名の読みのローマ字

表記並びに補助記入のトレーシングの記載位霞及びJi頁序bてついて

「日本目録規則19 6 6年}lえjの迫用Kともない，印刷カード面Uてなける若者基本記入

の標目または芸名基本記入の芸名のみのローマ字表記並びに補助記入のトレーシングC記

l~.X:位置及び版丹；を下討のとなり変5互いたしまず。

1. 若者恭本記入の標目立たは書名基本記入。：書名の読みのローマ字表記は，対照事項

または注記事項（来三五注記，一般注記，内容細目）のi縫った行から1行隔てた次の行

lて第2線から記誠一するO 2行らlJ:-.V-Cわたるときは，2行目以下を第1線から記載する。

2. 補助記入のトレーシングは 3 若者基本記入の長目または：書名器本記入の書名の読み

のローマ字表記Kつづけて次のIi員K記載ずる。

住） 各項目どとにローマ数；字Kよる一連番号を先行させる若者名，当ー名及び叢書名の

i~IJ 出記入のト l/ ー シンク’

位） 各項目ごとに丸でかとんだローマ数：字Kζ るー述番号：を先行させる若：者名及び書

名の分出記入のトレーシング

（司 各項目どとKアラビア数字による一連番号を先行させる件名副出及び分出記入の

トレーシング

件名副出及び介出記入のトレーゾソグ以外は，その読みだけすローマ字で記載する。

た Yし者名の読みは，必姿VCJCじて省略記号（・・・）によ D適宜省略する。をた難読

件名については，そのお乙みを付記する。

分類？をtH及び介出記号｛む高!j出記入及び介出記入のトレーシングにつづけて丸でか

とんだアラビア数字Kよる一連番号を先行させて記誠する。

補助記入のトレーシングが2行ιU二にわたるときは，2行目以下を第1線から記載
する。 （汚ij添カード実例参照）

選択注文の注文展の記入についてな願い

選択注文は去る10月1日から注文票の取扱い区分をすfしく 設けま したが，次の諸点に

ついてど協力下さるよう重ねてな煽いいたしま－；－0 

1，納本週報発送日から 11日固 までVζカ．ートFを注文されるときは一号ド色罫の注文票を

孝子使い下さい。内訳はカー ド番号Ii買にど記入下さい。

2，すでiz:作成されたカードをさかのぼって注文されるときは→青色罫の注文票すな使

い下さい。内訳は週報番号j嗣，その左かはカード番号j顕Kど記入下さい。

友好，さきVζ納本週報 70-35号以前と 36号以降を男lj紙にど記入下さるよう

な願いいたしましたが，’ 71-1号からとれを廃止いたします。ど協力ありがとうど

ざいました。
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選択注文力一トコつ発送状況κついて

選択注文館の激鳩K伴ない， t告別9vc時間を呉常に安しています。そのためど注文を受け
けたカードの発送が大幅陀遅れていますが，逐次回復するよう努めて；かりますのでもう暫

くの悶ど容赦下さるよう沿願いいたします。

ヵ
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日
卯

円
H
F

r
↑↑ ド訂正通知

a）標目 b〕傑題 c ）分類 d ）事項

Oa) 東京都教育委員会 b ) 東京都の教育む現状と介析 昭和42年度

372.136 - To4582t3 372.136 

d ) 妻名 旧 東京都の教育の波状と介析昭和42年度 新東京都の教育の

現状と設題 昭和 42年庭教育庁年次報告書

Oa) 東京都議育委長会 b ) 東京都の教育の現状と分析教育庁年次報告書昭和

4 1年度 c) 372.136 - To4582t3 372.136 

d ) 書名！日東京都の放育の現状と分析昭和41年度 新東京都の教育の

現状と介析 昭和41年庭教育庁年次報告幸子

o a ) 愛知県中小企業センター

6 7 1 • 5 

d ) 標目 旧 愛手口県中小企業センター

b ) 愛知県中小企栄セ ンタ一史 c ) D 3-1 2 

新愛知県中小企業センター

Ca ) Couden hove-Ka l erg i, Richard Ni cυi ans, Grat Von (J.894-

b ) クーデンホーフ・カレルギー全集 第6 c) us21-11 3 0 8 

d ）襟自旧 Coudenhove-Kalergi, Richard Nicolaus, Grat Von 

(1894ー〉 ~ Coudenhove--Knl ergi ~ Richard Nicolaus, 

Graf Von ( 18 9 4ー）

。a) 鈴 田一歩 b ) 「不安の原理」追放の者： c) 116-Ka254h 116 

d ）標目｜日鎌田一三！大 I.Kamata, Ippo 

( 1 9 1 l - ) I. Kamada , I pp o 

) b ) 至道無難禅師仮名法語諮話鎌m禅尚集

新鎌 田一 捗

o a ) 鎌田禅隠（ 19 0 4ー

188.84-Ka254s 

d ) ~~目 Kamata,.Zensyo 

o a ) 中村一郎（ 1917ー

535 54 

d ) 採目 Nakamura, Ii ti ro 

188.34 

新 I三amada, Zens yo 

) b ) 試！主データー処理 c) Ml 5 4-77 

新 Nakamura,It i ro 
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o a) 品川信良 b ) とれからの産科婦人科 c) 495--Si458k 495 

d ）標目品川信良 Sinagawa,Sinryo 新品川信良

(1923ー） Si nagawa. ・Nobuyos i 

o a ) 安問昭雄（ 19 2 7ー ) b ) 問答式耐用年数の実例相談安間昭雄，

ぽ元左共著 c ) DH 5 3 3-1 6 7 9. 3 

d ）副出旧工 Sa kamo to • Ta s uk u 新 I. Sakamoto, Tasuke 

コa) Nietzsche, Friedrich Wilhelm (1844-1900) b) シァラトゥ

ストラはこう言った下ニーテェ著氷上英広訳 c) 134.922-cN67t-

H 13 4 • 9 22 

d ) MU出旧 I.氷上英広 I. Hikami ,Hi dehi ro 新氷上英広

( 1911- ) I. Hi gami ,Hidehi ro 

o a ) 央住正道 b ) 流通業とコンピュータ c) DH4 68-39 673. 7 

d ) 件名 旧小売業 新小売商

tコa) 室蘭図書館（室関市〉 b ) 室開港のパイオニ7 c ) GK! 3-6 I 

2 81. 1 

件名 ！日 1. 函館市 新 I. 港湾一室駒市

つC1 ) 武 藤義一 関号分析概論 c ) PA 111-1 4 3 3 

d ) NDL ！日 P Al 11-1 新 PAI21-3

件名 i日 I. 分析化学 新 1. 機器分析

「Ja ) 日本硫安工業ミ協会 日本硫安工業史 c) DL521-2 574.9 

d ) イ午名 硫酸アンモニウム 新硫酸アンモニア

結集後記

次号Kは「苦：名の冠－称の取扱いについて」 を記載する予定で‘すO

収印刷カード通信”上の記載K関して質問の際は，進理部へな問い合せ〈ださい。
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